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情報あらかると

資金不足
比 率 資金不足比率（資金不足なし）

公営企業会計ごと
に算定する比率であ
り、公営企業におけ
る事業の規模に対す
る資金の不足額の割
合を示すものです。
平成２０年度では、

全ての公営企業会計
において資金の不足
額は生じておりませ
ん。

健全段階

登別市
水道事業会計
公共下水道事業
特　別　会　計
簡易水道事業
特　別　会　計
カルルス温泉スキー場
事業特別会計

0％ 20.0％
※経営健全化段階

※当該公営企業について基準を上回った場合、『経営健
全化団体』となり、経営健全化計画を策定して経営改
善を目指すことになります。

煙早期健全化段階とは…４つ
の指標のうち、１つでも基準
を上回った場合、『早期健全
化団体』となり、財政健全化
計画を策定して自主的に財政
の健全化に取り組むことにな
ります。　
煙再生段階とは…将来負担比
率を除く３つの指標のうち、
１つでも基準を上回った場合、
『財政再生団体』となり、財
政再生計画を策定して、国の
監督の下で財政再建に取り組
むことになります。

平成２０年度健全化判断比率
と資金不足比率を公表します

問い合わせ
財政グループ
（緯碓８５ １３３１）

『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』に基づき、登別市の平成２０年度決算における『健全化判
断比率』と『資金不足比率』を公表します。
実質赤字比率と連結実質赤字比率については実質的な赤字額が生じておらず、実質公債費比率は１４．７％、

将来負担比率は７５．０％で、いずれも早期健全化基準を下回っています。また、資金不足比率については、
適用となる全ての会計において資金不足額は生じておりません。

一般会計等が負担する公債費等の標準財政規模
に対する比率であり、一般会計等の地方債元利償
還金だけではなく、下水道などの公営企業債の返
済に充てたと認められる繰出金や債務負担行為に
基づく支出のうち、公債費に準ずるものなども含
めて算出します。
平成２０年度の登別市の実質公債費比率は、

１４．７％となりました。

健全段階

登別市

0％ 25.0％ 35.0％

早期健全化段階 再生段階

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率であり、地方債残高や退
職手当引当金、第三セクター、地方三公社、一部
事務組合など関連団体に対する将来的な税などの
負担割合を示すものです。
平成２０年度の登別市の将来負担比率は、７５．０％

となりました。

健全段階

登別市

0％ 350.0％

早期健全化段階

将来負担比率（７５．０％）実質公債費比率（１４．７％） 健 全 化
判断比率 04健 全 化

判断比率 03

全ての会計における実質赤字の標準財政規模に
対する比率であり、一般会計等のほか、上下水道
会計や国民健康保険特別会計など全ての会計の赤
字額を連結させて算出します。これにより自治体
の抱える赤字の割合がより実態に合った形で表わ
されます。
平成２０年度では、全ての会計において実質的な

赤字額が生じておらず、１５．４７％の黒字となりま
した。

健全段階

登別市

0％ 18.19％ 40.00％
早期健全化段階 再生段階

連結実質赤字比率（赤字なし）健 全 化
判断比率 02

一般会計等における実質赤字の※標準財政規模
に対する比率であり、登別市においては、一般会
計と学校給食事業特別会計を合わせた赤字の割合
を示すものです。
平成２０年度では、実質的な赤字額が生じておら

ず、５．１４％の黒字となりました。

健全段階

登別市

0％ 13.19％ 20.00％

早期健全化段階 再生段階

実質赤字比率（赤字なし）健 全 化
判断比率 01

※標準的な状態で収入が見込まれる経常的な一般財源
の大きさを示す指標。


